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Rhodopseudomonas sp.の関与したドクゼリにおける Zn 吸収メカニズムを解明す
ることを目的とした。 
 まず、高い Zn可溶化能力を示した P. putida 及び Rhodopseudomonas sp.をドク
ゼリ実生に接種することにより、本実生における Znの吸収促進及び成長への影
響を検証した。γ線滅菌した現地土壌に滅菌ドクゼリ実生を移植した後、P. putida
と Rhodopseudomonas sp.をそれぞれ実生へ接種・培養後、実生の含有 Zn濃度及
び個体あたりの Zn 吸収量を分析した。その結果、実生の含有 Zn 濃度には両菌
株の接種によって統計学的に有意な差は確認されなかったが、P. putida の接種に
よって個体根部にあたりの Zn量に有意な増加が確認された。また、P. putida と
Rhodopseudomonas sp.の接種によって土壌 pHが低下することなく、交換態 Zn量
の増加が有意に確認されたことから、特に P. putida においては本菌が産生する
物質が土壌における交換態 Zn 量を増加させた結果、本実生の Zn 吸収増加に影
響したと推測された。また、本実生の成長は両菌の接種により有意に増加した。
特に P. putida を接種した場合、その増加は顕著であった。これらの成長促進は
P. putida と Rhodopseudomonas sp.による植物ホルモン産生（IAA産生）及び一部
の栄養元素吸収促進が関与したと示唆された。以上の結果より、内生細菌 P. 
putida と Rhodopseudomonas sp.の機能は、1) 土壌の不溶態 Znを可溶化すること
による、実生における Zn吸収促進、2) IAA 産生及び一部の栄養元素吸収促進に
よる実生の成長促進、であると示唆された。 








 以上の結果から、本研究では、内生細菌、特に P. putida の関与したドクゼリ
における Zn 吸収メカニズムの一端が明らかとなった。本菌の産生する Zn 可溶
化物質により土壌の不溶態 Zn が溶解され、植物が吸収可能な形態となった Zn
がドクゼリに吸収されるメカニズムが示唆される一方、IAA 産生や栄養元素の
吸収促進を行うことで本植物の成長を促進し重金属ストレス環境下において、
共生的に本植物に寄与すると推測された。 
